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注
意
事
項

 
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
で
掲
載
中
の
小
説
を
「
タ

テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
の
シ
ス
テ
ム
が
自
動
的
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
化
さ
せ
た
も
の
で
す
。

　
こ
の
小
説
の
著
作
権
は
小
説
の
作
者
に
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
作
者
ま
た

は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
お
よ
び
「
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
を
運
営
す
る
ヒ

ナ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
無
断
で
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
及
び
小
説
を
、
引
用
の
範

囲
を
超
え
る
形
で
転
載
、
改
変
、
再
配
布
、
販
売
す
る
こ
と
を
一
切
禁
止
致
し

ま
す
。
小
説
の
紹
介
や
個
人
用
途
で
の
印
刷
お
よ
び
保
存
は
ご
自
由
に
ど
う
ぞ
。

【
小
説
タ
イ
ト
ル
】

　
シ
ー
ク
レ
ッ
ト
・
ラ
ブ

【
Ｎ
コ
ー
ド
】

　
Ｎ
６
８
５
９
Ｙ

【
作
者
名
】

　
桜
桃

【
あ
ら
す
じ
】

　
米
花
中
学
校
に
通
う
、
栗
山
舞
優
は
小
６
の
時
、

あ
る
事
が
き
っ
か
け
で
密
か
に
新
一
に
思
い
を
寄
せ
る
。

し
か
し
、
舞
優
の
親
友
、
倉
科
由
美
子
も
バ
ス
停
で
見
か
け
た
新
一
に
、

思
い
を
寄
せ
て
い
た
。

自
分
の
恋
心
を
し
ま
い
こ
ん
で
、
親
友
の
恋
を
応
援
す
る
こ
と
に
。

時
が
流
れ
て
、
高
校
入
学
。

新
一
と
同
じ
高
校
だ
っ
た
こ
と
に
喜
ぶ
舞
優
と
由
美
子
だ
っ
た
が
、

想
像
し
て
い
な
か
っ
た
出
来
事
が
待
ち
構
え
て
い
た
。
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Ｓ
ｅ
ｃ
ｒ
ｅ
ｔ
　
１

誰
に
も
言
え
な
い
秘
密
の
恋
。

長
年
、
自
分
の
心
の
中
に
ず
っ
と
閉
じ
込
め
て
い
た
。

小
６
の
夏
・
・
・
・
・
あ
る
事
が
き
っ
か
け
で
芽
生
え
た
恋
心
・
・
・
。

私
の
好
き
な
人
は
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帝
丹
中
学
に
通
う

『
工
藤
新
一
』
君
。

名
前
し
か
知
ら
な
い
。

私
は
栗
山
舞
優
。

く
り
や
ま
 

ま
ゆ

米
花
中
学
３
年
生
。

受
験
の
真
っ
只
中
。
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「
聞
い
て
、
舞
優
！

　
昨
日
の
サ
ッ
カ
ー
の
試
合
に
工
藤
君
が
居
た
の
！
」

「
え
？
」

「
サ
ッ
カ
ー
部
だ
っ
た
ん
だ
、
知
ら
な
か
っ
た
ぁ
。
」

こ
の
子
は
私
の
親
友
、
倉
科
由
美
子
。

彼
女
も
私
と
同
じ
・
・
・

工
藤
君
が
好
き
だ
っ
た
。
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6

Ｓ
ｅ
ｃ
ｒ
ｅ
ｔ
　
１
（
後
書
き
）

短
い
で
す
が
、
記
念
す
べ
き
第
一
話
！
で
す
。

新
連
載
い
た
し
ま
し
た
・
・
・

最
初
の
ほ
う
は
、
新
一
を
見
か
け
た
り
・
・
・

す
る
よ
う
な
話
し
が
中
心
な
の
で

あ
ま
り
新
一
と
蘭
が
出
て
き
た
り
し
ま
せ
ん
。

中
盤
あ
た
り
・
・
・

高
校
入
学
し
て
か
ら
、
波
乱
万
丈
な
毎
日
を
繰
り
広
げ
る
予
定
で
ご
ざ
い
ま
す
。

末
永
く
、
宜
し
く
お
願
い
し
ま
す
♪
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Ｓ
ｅ
ｃ
ｒ
ｅ
ｔ
　
２

私
は
比
較
的
、
大
人
し
い
ほ
う
だ
。

肩
に
付
か
な
い
ほ
ど
の
長
さ
の
黒
髪
。

特
別
手
入
れ
を
し
て
な
い
せ
い
か
、
固
い
。

そ
の
点
、
由
美
子
は
可
愛
い
天
然
パ
ー
マ
。

鎖
骨
ま
で
あ
る
髪
を
ゆ
る
く
２
つ
結
び
に
し
て
い
る
。

ど
う
し
て
、
こ
こ
ま
で
違
う
ん
だ
ろ
う
。
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「
聞
い
て
！
舞
優
！
」

「
今
度
は
ど
う
し
た
の
？
」

「
バ
ス
停
で
ね
、
ま
た
見
か
け
た
の
！
工
藤
君
を
。
」

「
へ
ぇ
。
」

由
美
子
が
工
藤
君
を
見
た
の
は
約
一
ヶ
月
前
。

バ
ス
の
中
で
出
会
っ
た
ら
し
い
。

一
目
ぼ
れ
っ
て
や
つ
・
・
・
。

隣
に
居
た
友
達
ら
し
き
人
が
「
工
藤
！
」
っ
て
呼
ん
で
い
た
事
で

名
前
が
『
工
藤
』
っ
て
こ
と
が
わ
か
っ
た
と
の
こ
と
。

由
美
子
の
思
い
人
が
私
と
同
じ
人
だ
な
ん
て

し
ば
ら
く
し
ら
な
か
っ
た
。

「
工
藤
・
・
・
な
ん
て
い
う
ん
だ
ろ
う
。
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下
の
名
前
が
気
に
な
る
よ
ね
。

　
サ
ッ
カ
ー
部
の
試
合
の
応
援
し
て
た
と
き
、

　
相
手
中
学
に
工
藤
君
が
居
た
か
ら
サ
ッ
カ
ー
部
だ
っ
て
こ
と
は
確
か
・
・
・

　
そ
し
て
、
帝
丹
中
だ
っ
て
こ
と
も
！
」

「
う
ん
う
ん
。
」

「
ど
こ
の
高
校
に
行
く
ん
だ
ろ
う
。

　
頭
が
良
か
っ
た
ら
、
東
都
高
校
だ
よ
ね
ぇ
。
」

「
帝
丹
中
な
ら
・
・
・
帝
丹
高
校
っ
て
い
う
場
合
も
あ
る
よ
？
」

「
え
ぇ
！
？
帝
丹
高
校
？

　
私
、
絶
対
無
理
！
い
け
な
い
よ
ぉ
。
」

「
そ
ん
な
こ
と
な
い
よ
、
頑
張
れ
ば
大
丈
夫
だ
っ
て
。
」

「
舞
優
は
頭
良
い
か
ら
・
・
。

　
は
ー
あ
、
人
生
っ
て
上
手
く
い
か
な
い
も
ん
ね
ぇ
。
」

「
由
美
子
・
・
・
」

私
は
そ
れ
以
上
、
由
美
子
に
言
葉
を
か
け
ら
れ
な
か
っ
た
。
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ド
キ
ン
ッ

由
美
子
が
見
か
け
た
、
と
い
う
バ
ス
停
に

興
味
本
位
で
行
っ
て
み
た
。

「
工
藤
・
・
・
く
ん
。
」
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彼
が
居
た
。

３
年
前
よ
り
も
は
る
か
に
大
き
く
な
っ
て
い
る
。

当
た
り
前
か
・
・
・
。

で
も
、
す
ご
く
・
・
・
大
人
っ
ぽ
く
な
っ
て
る
。

胸
の
高
鳴
り
が
や
ま
な
い
。

バ
ス
に
乗
り
込
む
。

通
路
を
挟
ん
で
工
藤
君
は
座
っ
て
い
た
。

ち
ら
っ
と
盗
み
見
て
み
る
。

疲
れ
た
の
か
、
う
と
う
と
と
工
藤
君
は
目
を
開
け
た
り
閉
め
た
り
・
・
・
。

「
ク
ス
ッ
可
愛
い
な
・
・
・
」
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由
美
子
の
思
い
人
だ
と
知
っ
た
と
き
か
ら

し
ま
い
こ
ん
で
い
た
恋
心
が
今
、
も
う
一
度
よ
み
が
え
っ
て
く
る
。

ド
キ
ン
ッ

ド
キ
ン
ッ

ド
キ
ン
ッ

苦
し
い
く
ら
い
に
胸
が
高
鳴
る
。

ね
ぇ
、
工
藤
君
・
・
・

貴
方
は
あ
の
日
の
こ
と
を
・
・
・
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私
の
こ
と
を
、
覚
え
て
い
ま
す
か
？
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Ｓ
ｅ
ｃ
ｒ
ｅ
ｔ
　
２
（
後
書
き
）

思
わ
ぬ
再
会
！
！

で
す
ね
。
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Ｓ
ｅ
ｃ
ｒ
ｅ
ｔ
　
３

私
た
ち
の
出
会
い
は
小
学
校
６
年
生
の
夏
頃
。

修
学
旅
行
の
と
き
。

同
じ
宿
泊
先
だ
っ
た
の
を
覚
え
て
い
る
。
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「
あ
ー
、
気
持
ち
よ
か
っ
た
ね
～
。
」

「
う
ん
う
ん
！
」

「
温
泉
っ
て
広
い
か
ら
好
き
っ
」

「
で
た
よ
～
亜
澄
の
広
い
も
の
好
き
！
」

「
い
い
じ
ゃ
な
い
！
」
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な
ん
て
バ
カ
騒
ぎ
を
や
っ
て
い
た
。

修
学
旅
行
一
日
目
が
間
も
な
く
終
了
す
る
。

ド
キ
ン
ッ
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一
目
、
見
た
瞬
間
に
胸
が
高
鳴
っ
た
こ
と
を
今
で
も
覚
え
て
い
る
。

「
な
ぁ
、
工
藤
～
。
お
ご
っ
て
く
れ
！
」

「
や
だ
ね
。

　
生
徒
同
士
の
金
の
貸
し
借
り
は
駄
目
だ
っ
て

　
さ
っ
き
言
っ
て
た
だ
ろ
？
」

「
ん
だ
よ
、
イ
キ
ナ
リ
真
面
目
に
な
り
や
が
っ
て
。
」

「
不
真
面
目
よ
り
は
い
い
だ
ろ
。
」

「
安
達
、
諦
め
ろ
。

　
工
藤
は
こ
う
い
う
奴
だ
。
」

「
へ
い
へ
ー
い
。
」
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「
舞
優
～
？
」

「
あ
、
ご
め
ー
ん
、
今
行
く
！
！
」

し
ば
ら
く
、
胸
の
鼓
動
が
止
ま
ら
な
か
っ
た
。
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「
え
ー
、
で
は
・
・
・
・
こ
れ
か
ら
自
由
行
動
と
な
り
ま
す
。

　
く
れ
ぐ
れ
も
一
般
の
方
に
迷
惑
が
か
か
ら
な
い
よ
う
、
十
分
注
意
を
払
っ
て

く
だ
さ
い
。

　
い
い
で
す
か
？
」

「
は
ー
い
。
」



22

「
で
は
、
解
散
！
」

先
生
の
合
図
と
共
に
口
々
に
話
し
合
う
。

「
ね
ぇ
、
最
初
は
コ
コ
で
し
ょ
～
？
」

「
そ
う
そ
う
！
」

「
迷
い
や
す
い
か
ら
ち
ゃ
ん
と
行
動
と
ら
な
き
ゃ
ね
！

　
と
く
に
、
由
美
子
は
。
」

「
え
～
？
私
ぃ
？
」

「
あ
ん
た
、
す
ぐ
ど
っ
か
行
っ
ち
ゃ
う
ん
だ
も
ん
。
」

「
え
へ
へ
。
」

「
ま
ず
は
・
・
こ
こ
の
バ
ス
停
へ
行
か
な
き
ゃ
ね
。
」
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地
図
を
見
て
確
認
。

い
よ
い
よ
、
自
由
行
動
が
始
ま
る
。



24

Ｓ
ｅ
ｃ
ｒ
ｅ
ｔ
　
３
（
後
書
き
）

ま
だ
、
過
去
編
が
続
き
ま
す
。



25

　
Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
（
現
、
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
）
は
２
０
０
７
年
、
ル

ビ
対
応
の
縦
書
き
小
説
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
配
布
す
る
と
い
う
目
的
の
基
、

小
説
家
に
な
ろ
う
の
子
サ
イ
ト
と
し
て
誕
生
し
ま
し
た
。
ケ
ー
タ
イ
小
説
が
流

行
し
、
最
近
で
は
横
書
き
の
書
籍
も
誕
生
し
て
お
り
、
既
存
書
籍
の
電
子
出
版

な
ど
一
部
を
除
き
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
関
連
＝
横
書
き
と
い
う
考
え
が
定
着
し
よ

う
と
し
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
中
、
誰
も
が
簡
単
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
形
式
の
小
説
を
作
成
、

公
開
で
き
る
よ
う
に
し
た
の
が
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
で
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
発
の
縦
書
き
小
説
を
思
う
存
分
、
堪
能
し
て
く
だ
さ
い
。

た
ん
の
う

シークレット・ラブ
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